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業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、平成 24 年 10 月 12 日の平成 24年８月期決算発表時に開示した平成 25 年８月期第２四

半期累計期間の業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．平成25年８月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成24年９月１日～平成25年２月28日） 

（単位：百万円） 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            (A) 540 35 25 22 1,261.03 

今 回 修 正 予 想            (B) 580 80 85 82 4,700.21 

増  減  額          (B-A) 40 45 60 60 

増 減 率            (%) 7.4 128.6 240.0 272.7 

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 24 年８月期第 2四半期)
623 59 44 △6  

２．修正の理由

第２四半期累計期間の売上高につきましては、半導体分野では市場停滞が長引く中で、ＦＰ

Ｄ分野においてスマートフォン向けの装置部品の売上高が好調に推移した事から増額修正いた

します。営業利益につきましては、材料費比率が低い売上の割合が増えたこと等で、売上高は

増加しながらも製造費用が低減する見通しである事と、販売管理費も圧縮気味に推移している

事などから、売上高増加と費用低減効果によって 80 百万円に増加する見通しとなりました。ま

た、経常利益につきましては、為替相場の変動により為替差益が 15 百万円発生し 85 百万円に

増加する見通しとなりました。四半期純利益につきましては、経常損益の改善に伴い増加する

見通しです。なお、上記の為替差益については、平成 25 年８月期第２四半期における為替変

動の影響によるものであり、今後の為替相場の状況によりこの額は変動いたします。 

通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間は堅調に推移したものの、半導体分野の

市場環境が不透明である事から、通期における業績予想は前回発表より変更しておりません。 

以  上

(注)本資料に記載されている当社の第２四半期累計期間の業績予想は、本資料の日付時点において入手可能な情

報による判断及び仮定を前提にしており、実際の業績は様々な要因によって異なる場合があります。 


